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に
品
し
〈
だ
さ
い
・

2
u鯖
句

協
官
M
厳
守
L
-
z
え

と

e
凶
月
凶
ロ
例
午白

mm崎
町
分
1
午

後
4
u
n

v
と
こ
ろ
広
傾
向
比
ヲ
T

ミ

oll
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U〆
t
r
'
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3
1
L
F
(
耐
火
奇
班
町
V

・・
細
酸
・
開
条
良
地
方
法
盆m
u周
も
大
阪
闘

機

M
税
修
制
鮫
宅
A

傾
向
足
分
弘
前

G
Q社
会
保

険

1
2公

共

E
変
異
色

i
z
;
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行
政
相
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餐
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行
政
監
禁
事
府
所

E
-
E
Z
E
E
-所

〔
包

@
0
3
0
0
)
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一震
富
雪
量

市

で

品

EUB2aEが

土

目

習

に

あ

た

る

習

uFZ

f
f
i
z
z
-
5・

mA凶
日
開
「
体
育
め
臼』

も
ご
み
の
収

!

干

の

で

3
E人
年

i
i
z
z
s
p
 

it-Ltuzm量

一e街
所
〈
曾
@
3
0
1
2
v
へ・

!
i
li
--

i
g
z
i
t午

後
4
撃

に
受
日
げ
ま
す

J
t
A
Z鳩

完
工
樋
《
-u
⑪
3
9
0
0
V
ヘ・

園
入
院
中
の
食
事
代
田

圃
一
部
が
患
者
負
担
に

i

i正

に

よ

り

同

量

里
険
に
仙
人
し
て
い
士
お
よ
び
を
人
保

!
?
て
い
f
i

n-日
か
ら
入
車
の

2
2主

と
し

て
l
u
u
っ
き
師
自
M
M
却
し
て
い
た
ど
〈
こ

と
に
包

!ι

ムた

M
九
し
、
住
民

ua額
制
民
向
得
唱
に
舘
当

i
i
aに

よ
り
主

t
t

E
L
E
M
i
-
5・

;!i岡県
!日開

①
③
に
蹟
当
の
人
M
U
W
同
省
荷
繍
値
観
へ
そ

れ

ぞ

品

豊

富

a
tし

て
〈
だ
さ

い

iatu臣官
雇

量

平

成
6
旬
I
A
1
日
以
陽
に
転
入
し
た
人

u、

前
住
所
地

2
1
5転

入

i

i

j

 

が
必
閣
で
す
・

〈
問
い
合
わ

e
L器
保
険
認
ま
た
陥
商

苦

首

謀

へ

・
他
の

E
E
K加
入
さ

れ
て
い
る
人
"
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
袖
崎
、

t、

E実
施
し
て
L
る

Z
E

E
f
E
f
i
z
v
 

金
受
給
さ
れ
て
い

fも
T
I
E
-

f
i
iし

て
い
た
?
と
と

に
忽
り
ま
し
た
@

A
問
い
合
わ
ぜ
V
市
倹
所
師
基
調
、
高
信
行

z
r
i
i
aヘ・

国
外
国
人
田
園
度
聞
書
賓
と

園
高
齢
者
へ
の
特
別
桔
付
金
の
支
歯

A
外
白
人

-a度
跨
審
者
へ
の
特
別
給
付
金
V

陣
持

M
aR年
金
金
受
け
り
れ
匂
い
M

丹
市
人

員

g
t
a
l
i
Lて

L
a
す
が
支
船
対
象
名
が
身
体
隊
指
丹
下

厳

l
T
L
A
A
-
-

Z絡
す

f
に
加
え
て

2
6
T
H

i
sり

i
f
iを

所

持

Ltー

に

も

高

Eiう
に
江

!;;対象
4
2
1

2
5
2り

て
い

f

R
i
F入

T
Fる
人

③
存
輔
敵
討
M
円
以
上
の
公
的
年
金
苓
受
鉛
し

で
い

f
a型
力
何
毒

E
f

f
i
-
-
i
 

i
l
v
 

i
i
t
E金

の
支
給
停

止

mE金
錨
え
て
い
る
人

【支
鎗
.】
月
額
2
万
円

【問
い
合
わ

zj

A
H
E
i
-
-
v
 

EZEE君

主

白

い

詰

人
の

g
κ
H
I
t
s
-

に

首

将

号

高

し

{

【

22
22kEz--日

以
前
に

2
2需

理

上

の

外
国
人
ま

た

i
i
iた

だ
し
、

E

人

ω誌
と

r
2
1・

③
命
活
保
援
を
受
げ
て
い

f

品
荘
会
錨
祉
施
緑
に
入
所
し
て
い
る
人

⑨
年
創
例
万
円
以
上
の
公
的
村
金
ふ

eaし

て
い

f
E費
万
円
高
の
年
金

e

p
-
-
i
i
 

さ
れ
重
す
》

?

の

粛

軍

事

f君

主

体

昨
級
順
制
慨
を
飼
え
て
い
る
人

⑨
係
国
人
-
R
W
限
隙
符
省
特
別
胎
仔
金
&
受
胎

L
て
い
る
人

【支
給
・
】
川
組
2
万
円

宙

し
込
土

E82擦
に
・
古
げ

の
附
録
。
①
白
人

e
E証
明
書

g
E

住
民
向
"
の
写
し
②
本
人
、
配
偶

aLお
よ
び
欽

書
官
の
前
年
の
所
得
を
証
明

E品

刻
印
鑑
が
必
震
で
す
・

【
問
い
合
わ
せ
】
市
役
所
高
僧
拘
緬
祉
練

一月
星
雲
適用促

E

労
組
保
険
と
M
、
隠
則
保
険
L
C
労
災
保
険

の
撃
で
す
・
ー

:ib労

働
布
を
含
む
)
主
人

E閉
し

tる

i
iに

更
す
る
こ
企
が

き

iで
い

3
4
1
E

し
で
・

1・
車

場

7
2
人
"
の

自

主

L
iの

う
え
か
り
も

iuい
保
険
制
度
で

1
7
4

人
員

ELttZ占
企

d
oこ
の
幽開
会
に
手
袋
き
し
て
く
叱
さ
い
・

バ
ト
タ
イ
ム
労
働
省
に
つ
い
て
も
次
の
③

。
⑨
の
要
件
を
前
た
し
て
い
れ
ば
加
入
の
予

健
全
が
必
要
で
す
・
①
-
週
間
の
瓜
Y
込
労
働

時
間
が
鈎
時
間
以
土
あ
る
こ
と
②
-
銀
以
上

i
i
iこ

と
が

2
2

-
L
i
l
tる

こ

と
E

〈
b
L
〈
俗
、

ハ
E

I

ワ
ー
ク
奈
良

《
宅
内
反
公
共

-a安
定
所
雷
@
1
6
0
1
v

ヘ・
園
労
画
面
聞
掴
圃
と
ゆ
と
り
一副
遣
に

園
聞
す
る
欄
帽
を
暢
集

市、

思

苦

労

働

厳

E
E
Zの

と

tZL1・
i
i
i
 

休
日

通

ご

し
有

ゆ

と

り

電

車

!
!
!
 

期
休
般
の
使
湾
、
桜
山
腐
と
労
働
時
問
題
鮪
包

ど
、

auいり
L
さ
の
暖
じ
わ
れ
る
も
の

'

i

i
i
i
E可

i
;
f
i
E
I
 

U
ま
で
に

i
i
7入

品

以

内

E
H作
主

必

の

も

の

・

2

の

Eut働
省
に
帽
し

3
・

圃
県
蝿
人
相
麟
所
の

圃
定
期
醐
人
出
彊
相
談
室

sm月
日

開

品

川
崎

3
q後
4

時

:

こ
る

E
E話
量

室

《巾
役
4m巾
耐
久
練
1
階
V

V
内
容

婦
人

問
圃
の
淘
切
包
術
導
助
言
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催
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室

主号iMtzt刊 m7官官; 日 ! 日is ;計杭?円Eリ刑R持~=τ
ii! 5 i i i i ; ; ! !hib皇霊: 』川官引川f辻iF符刊側開:引判叫!!日!日:; !開;持塘;許! 霊
? 宮守似円、 tで呼の1?《皇首 i;ド令!F'冷出長口it.Z刊せiht需 聖
i i i :日ia岨圃圃臥 主炉の “川;I悦附aが号品パj;叫?吋iiげ輩
午 t
A 型nE2E鴫四閉.鱗臨開 E1自?『1Hg i 討i イf冷:~自 i

Fh奪 三;塁UUEれ月44EiMh竺雪ZFlii
H;11自主iiiijfit!i131ifiS412115i;iit
pziiii iiii;!jii1jiiiiaiEEF5sjj福jiii!

， Tプ セ 時 間 勺 土EE品作FP守中i); 

;;ii 7 Hhljiit;ih S画~ ~ 出
いざという時白ための

応急手当講習会
!開仰が!聞のみ'i.I!んに日朝や'.(...，.，，<1"-

Jえなどの応急 F吋を覚えでも勺.うと、.めとむり応急

手吋持及揚再会を開き ますE

【と剖 "月幻帥併後 1時-，時

【ところ】'I'm勘胃1ヒ出彊五時(釘京-，即
【定員】.人(多い場合"繍還〕

【内容1u!陣そ生法大附.崎の止血栓

，.厳司】無料

'.C込み】川 畑 打 に も よ 』 り の 耐削 2まで.

【問い合わ管】欄"オ'"・-防課(曾⑧ 1191)，班m
"曹〈宮② 1051-2) 中桐妨害〈曾⑤ 1191入

酬悶(醐 " ， 
1 -2)ヘ.
議 f"各縄グループ事

め要揚ド応じて削じ急

手当術導員。岬唱さ

講習会.灘抱してい

ます.
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開
催
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】
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4
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ま
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方
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百
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『仕
事
産
、
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こ
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『働
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先
め
の
法
律
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ヘ

u
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『
ザ

f
プ
巴
の
続
優
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受
鶴
料

無
糾

'
申
し
込
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i
t
J
t
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?
i
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〕ヘ
a

園
再
就
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望
す
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園
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の
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の
講
習
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結

婚

出
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瞳
且
事
し
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性
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、

子
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i
i
i
-
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i
iに
i
に
き
員

{
品
と
し
た

i
z

"
2
E
L
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i
i
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き
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附

A
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年
1
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こ
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T
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r
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-
z
z
i
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.
定
員

i
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'
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栂
輔
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罵
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"

t
i
z
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同
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前

A
T
3時
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4
2

人

?
li
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z

入
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館
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包
鯵

5
7
2
9】
へ
副
岐
本
人

がまし

τ
T込
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で
〈

i
I J In....':' 

川
月
市
臼

1
幻
自
は
国
民
健
原
保
険
料
第
5
期
分
の
納
期
で
す
.保
険
料
は
医
療
費
を
支
払
う
大
切
な
財
務
で
す
。
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圃
悲
ら
ま
ち
わ
ら
べ
う
た
教
室

園
受
隅
者
の
募
集

は
ら
重

5he
ン
タ
ー
で
開
濁
し
て
も
た

「

ubaasわ
」
ヲ
ペ
う
た
教
後
」
告
さ

bに

喜

E
R
L
u
n
t
Z事
E

L
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t
p
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-
れ
舗
広
〈
際
海
し
ま
す
・

E
E
E
C
J
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i

i
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t
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員

乳

幼

児

と

詰

(

括

d
話

幼
児
ク

E
S
E
-日

午
後

Z
前
向

km
分

L3時
“
分

'
定
員

幼
児

《

4

‘6avm人

小
学

zisτ
制
温
水
曜
け

今
後
2
的
t
L
3時
，

.
定
員
小
今
生

鈎
人

Y
2
1
7
2
8象
2
4

火
晦
日
午
後
2
時
im
4
時

・
定
員

mw繊

似

ω人
《
血
申
し
込
み
V
作
復

UMma習に
は
柄
、
民

負

E
gけ

と

電

ク

ラ

ス

喜

い

て

日

目

さ

で

に

告

で

WHm眼
寺

帥
鴨
川
町
コ
二

信

@t700vへ
-

f
習
は
楠
略

固
な
ら
ま
ち
観
月
会

圃
邦
楽
と
お
茶
席
の
ヲ
ベ

g
i
l
lれの昔、

匂
』
り
ま
ち
セ
ン
タ
ー
2
・閉め
ホ
ワ
4
Z
は
広

、
ガ
ラ
ス
掛
り
・
こ
こ
か
り
ロ
り
ま
ち
の
弘

i腕
め

2
2
2
B品
2

2
2
?と

i
z

お
王
百
悶
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bお却
と
尺
八
は
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中
村

t
i
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と

き

日

時

品

午

後

品

、
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:
こ
る

2
1
f
f
省
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町

)
Z
し
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吋
目
前
宮

崎
、
た
だ
し
、
必
来
府
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砧
先
椅
閑
人
ま
な

〈
わ
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U
"
は」り

2
ち
偏
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財
問
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園
事
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チ
ャ
ン
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シ
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包
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タ
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-
i
E
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・
5

4

i
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パ
ソ
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i
l
j
 

;
i
i
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9
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日
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H
〉

E

⑨
午
前
叩
嶋
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午
後
】
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川
川
万
戸
医
匂
4

2
1
x
f
a
〈

⑧

L
A
i
-
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i
話
人

1
2
A
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円
A

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

=

コ
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S

日
川
尚
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、
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榊
同
日
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①
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日
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吉
1
品

り

p
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午
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2時

ttS時
《
ヨ
ス
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i
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1
2
A
37

円
八
パ

ソ
コ
ン

2
7
5
8
H

7
日
則
。
①
午
前
同
時
jg午
後
l
時
〔
コ

ス
寄
り

i
②
午
後
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コ

ー

ス
喬
リ

Fηv
'E
a人

1

2
A
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費
セ
ミ
ナ
ー

ゴ

ー

の
ノ
フ
ト
の
自
と
使
い
ぺ

OAt-

め

z
z
z
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に
セ
ミ
ナ
ー
彫
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で
体
駿
的
に
予
ぴ
e
a
す・

と

?
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r
?
?
A

A

ヨ

ス

暑

は
ap伽
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'定

員

必
開
業
計

納品人
【

-
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S
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目
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日

i
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2
2
H
i
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を
ど
う

組
み
立
て
る
か
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の
手
法
を
ヲ
ス
タ
ー
す

る
た
め

B
E
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E
E
Tー

マ
に
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の
カ
リ

e
，
，
ム
で
一
行
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で
い
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e
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き

"
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M
日
幽
午
後
8
的
L
凶
時

1
4
1
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員
4
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E
!
i
E

行
ぬ
人

マ
錫
め
切
り
"
月
U
E

マ
ナ
l
ア
ヲ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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き

山

内

幻
日
開
午
後
:
時
i
y
S時

'
内
事

被

旅

マ
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、
電
話
対
ゐ
福
ど
陪
凶
社
民
と
し

て
の
マ
ナ
ー
を
学
び
重
す

'
定
員

初
人

V
線
め
切
リ
同
月
昨
日

鳳
-
-
種
変
速
鶴
演
会
と
き

U
月
l
白

例
年
後

6
t
i時

1
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豊

富
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実
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も
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i
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i

i
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;
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本
裕
之
さ

・・
定
員

削
人

'u'め切
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ω
月
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臼

ハ
閉
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t
i
f
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伐
司

氏
角
田
平
削
べ
篭
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寄
り
・
奏
議
開
会

;
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i

i
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締
切

E
で
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同
セ

ン
タ
ー
へ
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1

ワ
コ
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遍

M
7
:
t
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あ
て
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:

ノ

コ

ン

脅

官

、

同

E
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-
で

2
1

i

i

i
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回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
古
代
都
市
と

圃
引
世
紀
都
市
』
の
@
加
者
事
第

側
関
語
文
化
乍
術
研
究
修
市
総
遍
樋
織
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t
t
i
f
f
-
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